
課　題 海外での店舗拡大の壁－規制と販路の課題

取り組み 現地のマーケティング情報や進出事例を収集
これらの課題に対し、同社海外事業室の坂井さんは、「ワンストップ海外展開相談窓口」

を活用。ホームページからの相談をきっかけに、５つの支援団体が連携し、現地市場の調査
や規制対応、販路開拓など、多面的なサポートが行われました。
さらに、福岡商工会議所の紹介でベトナム商工会議所を訪問。現地における日本レスト

ランの進出事例、飲食トレンドやライセンス取得方法などについての情報を収集し、進出に
向けた具体的な道筋を描くことができました。

成　果 ベトナムに法人を設立し、現地レストランを運営

海外展開の壁を乗り越えて
「ワンストップ海外展開相談窓口」の活用

㈱梅の花グループ
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所在地：福岡県久留米市天神町146
代表者：代表取締役会長CEO 本多 裕二
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1990年に会社を設立し、久留米市に本社を置く梅の花グループは、湯葉と豆
腐料理を中心とした和食レストラン「梅の花」等を全国展開し、テイクアウト事
業も含め国内外の274店舗を運営しています。日本の伝統的な食文化を大切
にしながら、上質な空間と真心のこもったサービスを提供しています。

「ワンストップ海外展開相談窓口」は、海外展開に取り組む
企業にとって、課題解決のパートナーとなる心強い存在です。
㈱梅の花グループは、「アジア市場での多店舗展開」という
明確な目標に向かって、窓口を継続的に活用しながら、
着実に次のステージへと歩みを進めています。今後のさら
なる事業展開においても、引き続きサポートしていきます。

何もわからない手探りの状況の中、海
外経験が豊富な専門家から一度に多く
の実践的なアドバイスをいただき、大変
心強く有意義でした。海外輸出の新たな
取組みを進める中でも、販路拡大の具体
的な方法を紹介いただき、今後の大きな
成果につながると期待しています。引き
続きご支援をいただきながら、事業拡大
と海外展開を目指してまいります。
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経営まめ知識

ワンストップ海外展開相談窓口
海外展開を目指す中小企業が直面する
さまざまな課題に対して、複数の支援機
関が連携して一括で相談対応を行う窓口
です。ご利用の際は、HPから相談内容を
ご入力ください。
＜連携支援機関＞
・福岡商工会議所
・（公社）福岡貿易会
・グローバルコネクト福岡
・独立行政法人日本貿易推進機構（ジェトロ）
 福岡貿易情報センター
・独立行政法人中小企業基盤整備機構 九州本部

海外展開に関するお問い合わせ

梅の花グループは、2003年にタイ王国バンコク市に子会社「UMENOHANA
（THAILAND）CO.,LTD.」を設立し、海外事業を本格的にスタート。現在では、バンコク
市に２店舗を展開し、日本食の魅力を現地に発信しています。
しかし、さらなる事業拡大を目指し、東南アジアの他
国への進出も検討する中で、各国の輸出入規制、現地
パートナーとの関係構築など、多くの課題に直面。特に、
現地情報の不足、販路の確保、そして海外事業の知識
をもつ人材の不足に大きな不安を抱えていました。

現地訪問を複数回行い、2025年８月、ベトナムに現地法人を設立。その後、10月に飛騨
牛を使った焼肉・しゃぶしゃぶを提供するレストラン「NOBU」の店舗事業を取得しました。
今後は、タイ、ベトナムでの成功事例をモデルに、

「ワンストップ海外展開相談窓口」を継続的に活用し、
アジア市場でのさらなる店舗拡大を目指しています。
このような取組みを通じて、グループのスローガンである
「花咲く、食のひとときを。」を世界へ届ける挑戦を続け
ていきます。

代表取締役会長CEO 本多 裕二氏

経営相談のススメ
～福商伴走型支援 事例紹介～

当所では、事業計画策定や補助金申請、その後のフォローアップ
を通じ、事業者の経営課題の解決を目指す「伴走型支援」に取り組
んでいます。本コーナーでは、当所の支援を通じて課題解決に取
り組んだ事業者の事例をご紹介します。

子を一から丁寧に作り上げています。
「香りは記憶に残りやすいと言われて
います。ただ『美味しい』で終わるお菓
子ではなく、食べた人の『記憶』に残
り、また食べたいと思ってもらえるお菓
子を作りたいです」と語る楢崎さん。パ
ティシエとしての誇り、そして焼き菓子
１つ１つに込められた愛情が感じられ
ます。

楢崎洋菓子工房で販売されている
焼き菓子は、約２０種類あります。その
中から今回は「フィナンシェ」と「アーモ
ンドクッキー」　をいただきました。
「フィナンシェ」は、口あたり滑らかな
生地に、芳醇なバターの風味を感じ
ます。珈琲　のお供には外せません！
「アーモンドクッキー」は、しっとりとし
た生地が舌にやさしく馴染み、アー
モンドの香ばしさとバターのコクが
絶妙に調和。甘さ控えめで、ほっと
一息つきたいときにぴったりの味わい
です。そのほか焼き菓子の詰め合せも
販売されていますので、たくさんの種
類の焼き菓子を楽しみたい方はこちら
もおススメです！
楢崎洋菓子工房の焼き菓子で、優雅

なティータイムを過ごされてみては
いかがでしょうか。

厳選された材料を使用
愛情を感じる焼き菓子

学生時代のアルバイトをきっかけに、パティシエを目指すようになりました。当店では、「丁寧な仕込みと
優しい味わい」をモットーに、ただ「美味しい」焼き菓子ではなく、食べた人の「記憶」に残るお菓子を作れ
るよう日々試行錯誤しながら焼き菓子作りに励んでいます。
商工会議所には、税務相談でお世話になっています。焼き菓子は一つ一つにストーリーがあります。この
焼き菓子が一番おススメというものはなく、どの焼き菓子も自信を持っておススメできます！近くに寄
られた際は、ぜひお気軽に当店へお越しください

楢崎洋菓子工房
福岡市中央区西公園4-35
営木～日11：30～18：00
㉁月～水

ティータイムが待ち遠しくなる
こだわりの味

今回は、福岡市中央区西公園にある
「楢崎洋菓子工房」さんにやってきました。

西公園のふもとに佇む
優しい味わいの焼き菓子専門店

Vol.110

肌寒い風が吹くようになり、ようやく
秋の訪れを感じる季節になりました。
さて、今回は、福岡市中央区西公園
にある「楢崎洋菓子工房」をご紹介
します！
店主の楢崎さんは、神奈川、東京の

洋菓子店でパティシエとして菓子作り
を学んだ後、福岡でお店をオープン。
最初のお店は、指物職人だったおじい
さまの工房を改装して、2014年に唐
人町でスタート。その後、厨房を大きく
して、より多くの焼き菓子を作りたい
と、今の場所に移転しました。お店の
中は、焼き菓子の香ばしい匂いに包ま
れて、とても幸せな空間です。楢崎洋
菓子工房で作られた焼き菓子のこだ
わりポイントは、その材料にあります。
材料である小麦粉、バター、砂糖、卵と
いった基本の材料は、すべて店主自ら
が厳選したものを使用しています。特
に砂糖は、8種類を使い分けているの
だとか。また、楢崎さんは焼き菓子の
種類ごとにレシピや配合を変えてお
り、生地の使い回しは一切していない
と言います。たとえ同じ「クッキー」で
あっても、それぞれの個性を最大限に
引き出すために、材料の分量や焼き加
減まで細かく調整し、すべての焼き菓

HPはこちら

楢崎洋菓子工房

店主 楢崎さん

※価格は取材当時（10/8）
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